
           　　　

 12／10（水）の行事                     　　　 【道庁プレスリリース】

 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報道発表資料の配付日時　　12月8日（月）10時00分 

 発 表 項 目 【初開催】「見て食べて感じる、小麦の品質～うどん編～」 

（ 行 事 名 ）  <(株）ニップンと北海道庁による小麦生産者向け研修会>

 記者レクチャー (実施日時)                        
 の お 知 ら せ

  　道では、小麦の収量及び品質の向上を図るため、特に、畑地と比べ

 概 要 て単収の低い水田地域に向けて重点的に取り組んでいます。 

 この度、初めて(株)ニップンと道の連携により、小麦生産者に向け

て小麦の成分が加工製品へ与える影響に関する研修会を開催します。 

　生産者の皆様に実感いただけるよう食べ比べも実施します。 

                        　     記 

１　開催概要 

　名称：北海道産小麦の重要性～見て食べて感じる、小麦の品質～ 

　講師：株式会社ニップン　製粉事業本部製粉業務部　目崎　萌香　 

　日時：令和7年(2025年)12月10日（水）15：15～16:00 

　場所：新篠津村農業協同組合　2階大会議室 

　　　（石狩郡新篠津村第47線北13番地） 

　内容：（１）北海道産小麦の重要性 

　　　 （２）小麦と小麦粉の品質 

　参加者：JA新しのつの小麦生産者　約50名 

２　その他　 

　ほっかいどう応援団会議に参加している（株）ニップンは、今年小

樽工場操業開始100周年を迎え、今後も道と連携した取組を展開して

いく予定です。

 参 考 （１）小麦は、製粉を経て、パンや麺などの最終製品に加工される 
　　ため、生産者にとっては自分の作った小麦の評価がわかりづらい 
　　という特徴があります。 
（２）タンパク質はうどんのコシや粘り、灰分は色などに影響します 
（３）今回は、タンパク質含有量が異なる小麦粉で作ったうどんを食 
　　　べ比べします。 

 報 道 ( 取 材 ) （１）研修会の取材を希望する場合には、食べ比べの準備の都合上、
 に 当 た っ て 　　　事前に下記担当へ９日17時までにご連絡をお願いします。 
 の お 願 い （２）研修会開催時刻まで、控え室でお待ちください。 

　　　場所：新篠津村農業協同組合　2階　研修室Ⅱ

 他 の ク ラ ブ 
 と の 関 係

 担 当 農政部生産振興局農産振興課豆麦類係（担当者：矢花、角田） 
 （ 連 絡 先 ） ＴＥＬ　ダイヤルイン　011－206－9082　 内線　27－718


